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1. 北九州空港の概要 
 北九州空港は、福岡県北九州市小倉南区と京都郡苅田町の沖合約 3km にある海上の人工島に立

地する、ほぼ南北方向に滑走路を有する海上空港であり、対岸(九州本土)とは空港連絡道路(連絡

橋)で結ばれている。 

空港の対岸は埋立地が多く、その埋立地の多くは産業団地となっており、自然海岸は少ないが、

産業団地に囲まれるようなかたちで曽根干潟がある。 

海上空港であるため、航空機騒音の環境基準を超える区域はすべて海上となり、騒音が一般住

民に影響を及ぼすことがないため、24 時間運用(九州では最初)となっている。 

 

表 1-1 北九州空港の概要 

名 称 北九州空港 

種 別 拠点空港  国管理空港  

設置管理者 国土交通大臣  

位 置 福岡県北九州市小倉南区空港北町 

標点位置 北緯 33°50′44″ 東経 131°02′06″ 

標 高 T.P.6.1ｍ 

敷地面積 約 160 ha 

基 

本 

施 

設 

着 陸 帯 2,620ｍ × 300ｍ 

滑 走 路 2,500ｍ × 60ｍ 

誘 導 路 総延長 2,878ｍ 

エプロン 77,805ｍ2(ジェット機用) 14,970ｍ2(小型機用) 

エプロンバース

及びＰＢＢ 

大型ジェット機用  2 バース 

中型ジェット機用  3 バース 

小型ジェット機用  2 バース 

小型機用      18 バース 

ＰＢＢ       3 基 

運用時間 24 時間 
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3. 北九州空港エコエアポート推進部会の概要 

1) 空港環境計画の実施体制 

空港環境計画の実施にあたっては、関係者の理解と協力に基づく総合的な環境問題への取

り組みが必要なことから、本空港の管理者が中心となり「北九州空港エコエアポート推進部

会」を設置し、この推進部会をもとに「空港環境部会」を設置し、エコエアポートの空港環

境施策の取り組みを実施している。 

 

2) エコエアポート推進部会の構成 

エコエアポート推進部会の構成は以下のとおりである。(順不同) 

なお、推進部会の会長は空港長が、推進部会運営の事務局は大阪航空局 北九州空港事務

所が行っている。 

 

表 3-1 エコエアポート推進部会の構成 

・大阪航空局 北九州空港事務所 

・九州地方整備局 北九州港湾・空港整備事務所 

・九州運輸局 福岡運輸支局 

・門司税関 

・福岡入国管理局 北九州出張所 

・厚生労働省 福岡検疫所門司検疫所支所 

・農林水産省 動物検疫所門司支所 

・農林水産省 門司植物防疫所 

・福岡県 企画・地域振興部 空港対策局 

・北九州市 港湾空港局 空港企画室 

・苅田町 

・北九州商工会議所 

・苅田商工会議所 

・北九州空港振興協議会 

・北九州エアターミナル(株) 

・日本航空(株) 

・(株)スターフライヤー 

・全日本空輸(株) 

・(株)合人社計画研究所北九州支店 

・北九州空港連絡バス運営協議会 

・北九州タクシー協会 

・空港内レンタカー事業者 

[平成 21 年 5 月 「エコエアポート推進部会規約」より]  
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3) エコエアポート推進部会の主な活動内容 

本推進部会の主な活動内容は、以下のとおりである。 

 

① 空港環境計画の策定 

  空港の環境現況を踏まえ、優先順位を考慮して空港環境計画を策定する。 

② 施策の実施 

  空港環境計画に基づき、関係する各事業者が、各々具体的な施策を実施する。 

③ 達成状況の評価 

  空港環境計画の各施策の達成状況は、推進部会で評価する。 

④ 教育・啓発活動 

  空港環境計画の実施における関係者に対し必要となる事項について、継続的な教育及

び啓発活動を行うとともに、旅客に対してもゴミ等の削減キャンペーンを行う。 
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4. 空港環境計画の進捗状況と中間評価 

1) 評価の基準 

空港環境計画の評価については、計画策定時に定めた環境要素(大気、騒音・振動、水、

土壌、廃棄物、エネルギー、自然環境、その他)ごとに掲げた目標に対する進捗度を、以下

のように 3段階に分けて評価した。 

 

表 4-1 目標に対する評価基準 

評 価 の 視 点 評 価 

目標の達成に向かって着実に進捗している Ａ 

基準年(平成 21 年度)の状況とあまり変化がない Ｂ 

基準年(平成 21 年度)の状況から悪化しつつある Ｃ 

 

また、各環境要素における具体的な施策については、「行動に伴う効果を、増加・減少や

現状維持といった形で評価するもの」と「行動自体が目標の達成となるもの」の 2 タイプあ

ることに留意し、進捗状況を 5 段階に分けて評価を行った。 

 

表 4-2 施策に対する評価基準 

評  価  の  視  点 評 価 

目標を達成した、あるいは目標の早期達成が期待できる ５ 

順調に推移している ４ 

遅れているが進展している ３ 

目標から遠ざかっている ２ 

目標達成に向けてほど遠い １ 

 

2) 評価の対象とする範囲 

北九州空港環境計画の中間評価における対象となる範囲は、空港用地内とした。 

対象とする活動の範囲は、空港内におけるすべての活動(人、航空機、車、各種設備の稼

働等)とした。なお、空港に関連する建設工事については一過性のものであり、最終目標対

象に直接リンクするものではないことから、対象とはしなかった。 

 

3) 目標と施策の進捗度 

目標と施策の進捗度は、平成 25 年度までの「実施状況報告書」のデータや、各事業者か

ら収集したアンケート調査結果等に基づき、環境要素ごとの目標と施策の進捗度を整理した。 
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れ以降は平成

保

低燃費

エ

2

4

6

8

10

保
有
車
両
台
数(

台)

表 4-

具  体

力設備)の導

援機材)など

調機器などの

ストップ運動

のサービス水

を削減する。

動力設備)の

動力設備)の

に 2 台追加導

支援機材)な

支援機材)な

と基準年の平

成 25 年度にか

保有車両内訳

エコカー

費・低排出ガス車

その他車両

合　　計

コカー導入率

0

0

0

0

0

0

平成21年度

その他車両

図 4-2

-3 大気に関

体  的  

導入促進を行

ど空港関係者

のさらなる高

動を組織的に

水準の向上(深

 

の導入促進を

の導入につい

導入の予定で

など空港関係

など空港関係

平成 21 年度で

かけて 3.8％

平成21年度

3

車 7

60

70

4.3

平成22年度

低燃費・低

- 10 -

エコカーの

関する具体的

な  施

行う。 

者保有車両の

高効率化、省

に展開する。

深夜、早朝の

を行う。【進捗

いては、現状

である。 

係者保有車両

係者保有車両

で 4.3％、翌

％まで低下し

平成22年度

5

8

63

76

6.6

平成23年度

低排出ガス車

の導入状況 

的な施策の進

 策 

のエコカー化

省エネ化を促

 

のバスサー

捗度：４】

状で 3 台導入

両のエコカー

両のエコカー

翌年の 22 年度

している。

平成23年度 平

4

8

63

75

5.3

平成24年度

エコカー

進捗度 

を推進する

進する。 

ビス等)によ

されており、

化を推進する

化について

度で 6.6％ま

平成24年度 平成

3

8

61

72

4.2

0

2

3

4

平成25年度

エコカー導入率

進 捗

４

。 

４

４

よる 
４

、今後は平成

る。【進捗度

は、前述の

まで上昇した

成25年度

3

8

69

80

3.8

0

10

20

30

40

エ
コ
カ
ー
導
入
率(
％)

率

捗 度 

４ 

２ 

４ 

４ 

４ 

成 26 年

度：２】 

とおりで、

たものの



 

 照③

照

減、

階段

動も

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明器具や空

照明器具や空

ＬＥＤ照明

段などでの節

も行われてい

空調機器など

空調機器など

明の導入、太

節電が進めら

いる。 

図 4-4 

３階北

屋上北

どのさらなる

どのさらなる

太陽光パネル

られているほ

図 4-3 太

オフィスに

図 4-5

北側 

北側 

- 11 -

る高効率化、

る高効率化、

ルの設置、人

ほか、月次で

太陽光パネル

 

 

 

 

 

 

 

における蛍光

5 節電啓発

省エネ化を

省エネ化に

人感センサー

で電気使用量

の設置状況

光灯の本数削

発の掲示 

屋

促進する。【

ついては、蛍

の導入によ

を報告し、節

削減事例 

３階南側 

屋上南側 

【進捗度：４

蛍光灯照明の

るトイレ・喫

節電に向けた

４】 

の本数削

喫煙所・

た啓発活



 

 

 ア④

ア

業務

 

 公⑤

削

公

24 時

バ

クセ

ま

クシ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイドリング

アイドリング

務連絡による

公共交通機関

削減する。【進

公共交通機関

時間運用空港

バスの運行状

セスと、近隣

また、早朝・

シー(要事前

図 

グストップ運

グストップ運

る関係者への

関のサービス

進捗度：４】

関のサービス

港として早朝

状況について

隣の駅(朽網

深夜便を利

予約)があり

4-6 北九州

図 4-7

運動を組織的

運動の組織的

の通達などを

ス水準の向上

】 

ス水準向上に

朝や深夜にお

ては図 4-6 に

・苅田)まで

利用する際は

り、一部区域

州空港にアク

7 乗合タク

- 12 -

的に展開する

的な展開につ

を実施してい

上(深夜、早朝

については、

おける利便性

に示すとおり

でのアクセス

は図 4-7 に示

域では自宅ま

クセスしてい

クシーのサー

。【進捗度：

ついては、各

いる。 

朝のバスサー

バス会社や

性の向上を図

りであり、人

スを主体とし

示すとおり、

での送迎サ

 

[バスの運行

 

 

 

いるバスの経

ービスエリア

方　

小倉・中

黒崎・
・学研都

朽網駅

苅田駅

注)運行時間

４】 

各事業者が啓

ービス等)によ

タクシー会社

図っている。

人口の多い小

ている。 

一人からで

ービスを提供

行本数] 

経路と所要時

と料金

面

中谷方面

・折尾
都市方面

駅方面

駅方面

間帯は、空港発と

啓蒙ポスター

よる自家用車

社などと協議

 

小倉・黒崎方面

も利用でき

供している。

時間 

5時 ～ 25時

6時 ～ 23時

6時 ～ 23時

7時 ～ 21時

と各方面発の時

運行時間帯

ーの掲示、

車利用を

議を行い、

面へのア

る乗合タ

。 

運行本数

32本/日

12本/日

32本/日

9本/日

間帯を示す。

 



 

(2)

 
【10 年

 

騒

を進

は問

ま

よう

され

以

化が

 

① ＧＳ

 

 Ｇ①

現時

ないた

その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 騒音・振動

年後の目標：

騒音・振動の

進展させる。

問題とならな

また、ターミ

う、ＧＳＥ車

れていない。

以上の結果よ

がない：Ｂ」

ＳＥ車両につ

ＧＳＥ車両に

時点において

ためである。

のため、次回

動 

空港周辺の

の目標である

】については

ないため、騒

ミナル地域で

車両の低騒音

 

より、騒音・

と評価する

表 4-4 

具  体

ついては更新

については更

ては、低騒音

 

回更新する際

騒音・振動

る【10 年後の

は、北九州空

騒音に関する

でのＧＳＥ(地

音型への転換

振動の評価

る。 

騒音・振動

体  的  

新時期に応じ

更新時期に応

音型の導入は

際は、逐次、

- 13 -

を低減し、

の目標：空港

空港が海上空

るハード面か

地上支援機材

換を図ること

価については

動に関する具

な  施

じて低騒音型

応じて低騒音

は進んでいな

低騒音型へ

地域との共生

港周辺の騒音

空港であり、

からの対策は

材)から発生

としている

は、「基準年(

具体的な施策

 策 

型への転換を

音型への転換

ないが、いず

への転換をは

生を進展させ

[進

音・振動を低減

周辺地域へ

、特に講じ

する騒音な

が、現段階

平成 21 年度

の進捗度 

を図る。 

を図る。【進

れの車両も更

かるものとす

せる。】 

進捗度：

減し、地域

への騒音・振動

られていない

どを極力小

では新規車両

度)の状況と

進 捗

進捗度：２】

更新時期を迎

する。 

Ｂ] 

との共生

動の影響

い。 

さくする

両は導入

あまり変

捗 度 

２ 

 

迎えてい



 

(3)

 

【10 年

【10 年

 

水

ると

15.

ルま

次

みる

以

ばい

Ｂ」

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水 

年後の目標Ⅰ

年後の目標Ⅱ

水の目標であ

と、各年度に

3％まで向上

まで低下して

次に、【10 年

ると、1 人あ

以上の結果よ

い状態であり

と評価する

：水使用量

：航空旅客

ある【10 年後

における中水

上したものの

ていた。 

年後の目標Ⅱ

あたりの上・

より、水の評

り、これを併

る。 

量に占める中

客 1 人あたり

後の目標Ⅰ：

水の使用比率

の、それ以降

：航空旅客

中水使用量

評価について

併せて判断し

図 4-8 上

- 14 -

水の割合を

の上水・中

：水使用量に

率が、平成 21

降は 13.9％、

1 人あたりの

は、平成 21

ては、目標Ⅱ

し、「基準年(

上・中水使用

増やす。】

水の使用量

に占める中水

1 年度以降平

12.7％と、

の上水・中水

1 年度以降、

は着実に進

(平成 21 年度

用量の実績

を削減する。

[進

水の割合を増

平成 23 年度に

基準年(平成

水の使用量を

年々減少の

捗している

度)の状況と

。】 

進捗度：

増やす。】につ

にかけて 12.

成 21 年度)と

を削減する。

の傾向にある

ものの、目標

あまり変化

Ｂ] 

ついてみ

.1％から

と同レベ

】につい

。 

標Ⅰが横

がない：



 

① 雨水

② 節水

識向

③ 防氷

 

① 雨

  雨水

いるが

してゆ

 

 

② 節

1 人

ルへと

あるが

れる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水利用量の増

水キャンペー

向上を図る。

氷剤等の散布

雨水利用量の

水の利用にお

が、「中水再利

ゆく必要があ

供

施

節水キャンペ

【進捗度：４

人あたりの水

と年々減少し

が、節水キャ

 

表 4

具  体

増加を促進す

ーンなどの展

。 

布効率を向上

の増加を促進

おいては、「雨

利用システム

ある。 

表 4-

用開始時期 

施設の規模 

用  途 

ペーンなどの

４】 

水使用量は、

している。こ

ャンペーンの

4-5 水に関

体  的  

する。 

展開により、

上させる。

進する。【進捗

雨水利用シス

ム」の導入な

-6 雨水利用

平成 18 年

雨水貯留

便所の洗

の展開により

基準年(平成

これは「節水

の実施等によ

図 4-9

- 15 -

関する具体的

な  施

空港利用者

捗度：３ 】

ステム」の導

など、さらな

用システムの

年 3月(開港

留槽 113ｍ3(地

洗浄水，防火

、空港利用

成 21 年度)と

水栓の設置」

よる利用者の

節水への啓

的な施策の進

 策 

者も含めた利

 

導入による、

なる利用促進

の概要(空港

時) 

地下ピット)

用水として

者も含めた

と比較して、

などによる

の意識向上に

啓発活動 

捗度 

利用者の節水

雨水(中水)

進の方策を検

ビル) 

 

利用 

利用者の節水

35.6 リット

水資源の消費

よるものも大

進 捗

３

水意
４

３

の活用が進

検討し、計画的

水意識向上を

トルから 28.

費抑制対策

大きいもの

捗 度 

３ 

４ 

３ 

められて

的に実施

を図る。

9 リット

の効果も

と考えら
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③ 防氷剤等の散布効率を向上させる。【進捗度：３】 

防氷剤等の使用実績は以下に示すとおりである。 

誘導路・エプロンへの散布については、平成 23,24 年度に酢酸ナトリウムや塩化カルシウム

が使用されており、酢酸ナトリウムについては非塩素化合物系の製品を採用しており、生分解

性に優れているため、周辺環境への影響が小さいものである。 

航空機用の融雪剤・防氷剤については、比較的環境負荷の小さいプロピレングリコールを主

成分とする製品を導入・使用している。 

融雪剤・防氷剤の使用にあたっては、各事業者が散布量を最小限に抑えるよう努めているが、

散布効率の向上については、次回の機材更新時に、散布効率の高い機種の導入を検討すること

としている。 

 

表 4-7 融雪剤・防氷剤等の使用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内　　　　訳 単位
平　成
21年度

平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

備　　　　考

酢酸ナトリウム(粒状) kg 280 生分解性に優れた製品を使用

塩化カルシウム(粒状) kg 250 300

TYPE-Ⅰ(KILFROST ABC-S) ㍑ 1,700 1,700 1,700 700 1,700 主成分はプロピレングリコール

TYPE-Ⅳ(KILFROST DF PLUS) ㍑ 1,550 2,700 2,100 2,300 1,000 主成分はプロピレングリコール

SAFEWING MPⅠ
ECO PLUS (80) D50

㍑ 不明 不明 不明 1,800 3,810 主成分はプロピレングリコール

SAFEWING MPⅣ
LAUNCH

㍑ 不明 不明 不明 673 403 主成分はプロピレングリコール



 

(4)

 

【10 年

 

土壌

空港構

する場

さい製

その

と評価

 

① 空港

② 防氷

 

 空①

北九

水質の

 

 防②

融雪

散布効

として

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土  壌 

年後の目標：

壌の目標であ

構内・誘導路

場合があり、

製品を導入・

のため、土壌

価する。 

港全体として

氷剤の散布効

空港全体とし

九州空港の排

の観測は実施

防氷剤の散布

雪剤・防氷剤

効率の向上に

ている。 

防氷剤の使

ある【10 年後

路・エプロン

これらが雨

・使用するこ

壌の評価につ

表 4-

具  体

て、排水量及

効率向上策を

して、排水量

排水は、公共

施されていな

布効率向上策

剤の使用にあ

については、

使用量の低減

後の目標：防

ンへの融雪剤

雨水等ともに

こととしてい

ついては、「基

-8 土壌に関

体  的  

及び水質の観

を検討する。

量及び水質の

共下水道で適

ない。 

策を検討する

たっては、各

次回の機材

- 17 -

減を図る。】

防氷剤の使用

剤の散布、航

に場外に流出

いるため、特

基準年(平成

関する具体的

な  施

観測を継続し

 

の観測を継続

切に処理され

る。【進捗度

各事業者が散

材更新時に、

用量の低減を

航空機機体へ

出する可能性

特段の対策は

成 21 年度)の

的な施策の進

 策 

して実施する

続して実施す

れており、そ

：３】 

散布量を最小

散布効率の

[進

を図る。】につ

の融雪剤・

があるが、比

講じていない

の状況とあま

進捗度 

る。 

る。【進捗度

その排水量は

小限に抑える

高い機種の導

進捗度：

ついては、冬

防氷剤の散布

比較的環境負

い。 

まり変化がな

進 捗

３

３

度：３】 

は把握されて

るよう努めて

導入を検討す

Ｂ] 

冬季に、

布を実施

負荷の小

ない：Ｂ」

捗 度 

３ 

３ 

ているが、

ているが、

すること



 

(5)

 

【10 年

【10 年

 

廃棄

及び

につい

その

準年(

 

① 廃棄

② 廃棄

ペー

③ グ

 

 廃①

廃棄

のの、

できて

 

 廃②

  廃棄

各事業

別に使

 

 

 

 

 

 

 

 廃棄物 

年後の目標Ⅰ

年後の目標Ⅱ

棄物の目標で

【10 年後の目

いては、具体

のため、廃棄

(平成 21 年度

棄物発生量と

棄物排出元に

ーンの実施 

リーン調達の

廃棄物発生量

棄物発生量と

計測単位や

ていない。 

廃棄物排出元

【進捗度：４

棄物排出元に

業者でごみの

使用量を最小

：廃棄物(一

：航空旅客

である【10 年

目標Ⅱ：航空

体的な数値デ

棄物の評価に

度)の状況と

表 4-9

具  体

と再利用量の

におけるごみ

の促進 

量と再利用量

と再利用量の

や分類が統一

元におけるご

４】 

におけるごみ

の分別収集・

小限に抑える

一般、産業別

客 1 人あたり

年後の目標

空旅客 1 人あ

データが揃っ

については、

あまり変化が

9 廃棄物に

体  的  

の定量的な計

み減量化及び

量の定量的な

の定量的な計

一されていな

ごみ減量化及

み減量化及び

処理を行っ

るよう努めて

- 18 -

別)のリサイ

の廃棄物(一

Ⅰ：廃棄物(

あたりの廃棄

っていないた

各事業者の

がない：Ｂ」

に関する具体

な  施

計測 

び分別化の促

な計測【進捗

計測について

ないため、空

及び分別化の

び分別化の促

っており、ご

ている。 

クル率を上

一般、産業別

(一般、産業

棄物(一般、

ため、定量的

のとりくみ状

」とした。

体的な施策の

 策 

促進及びごみ

捗度：２】 

ては、事業者

空港全体とし

促進及びご

促進及びごみ

ごみの削減や

げる。】 

別)の発生量を

[進

別)のリサイ

産業別)の発

な評価は行

状況に基づき

進捗度 

み減量化キャ

ごとに概数

ての発生量

み減量化キ

減量化キャ

リサイクル活

を削減する。

進捗度：

イクル率を上

発生量を削減

わない。 

き評価した結

進 捗

ャン
４

３

が把握されて

・再利用量

ャンペーンの

ンペーンにつ

活動について

。】 

Ｂ] 

上げる。】

減する。】

結果、「基

捗 度 

２ 

４ 

３ 

ているも

の把握は

の実施

ついては、

ても、個
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図
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いては、現状
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ー] 

- 19 -

減量化及び分

 

状で一部の事

の事例(古紙

[コピ

分別化のと

事業者での実

紙配合のコピ

ピー紙の再利用

りくみ 

施にとどま

ピー用紙導入

用(裏紙の使用)

るため、今後

入) 

)] 

後も普及



 

(6)

 

(7)

自

緑化

とす

 

(8)

北

が利

そ

イブ

ま

るエ

 

 

 エネルギー

「4.3)(1)大気

 自然環境 

自然環境につ

化促進につい

する。 

 その他 

北九州空港は

利用できず、

そのため、排

ブの実践を、

また、空港利

エコドライブ

ー 

気」の項を参

ついては目標が

いては、定期

は「24 時間運

特に空港関

排出ガス・温

あらためて

利用者に対し

ブをよびかけ

 

参照のこと。

が設定されて

期的な植栽と

運用空港」で

関係者の通勤

温室効果ガス

て周知・徹底

しても、空港

ける。 
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。 

ておらず、対策

と維持作業が

であることか

勤については

スのさらなる

底するものと

港連絡バスの

策も特に講じ

が行われてお

から、早朝や

は自家用車の

削減を目指

する。 

の利用促進と

じていないが

り、今後も

深夜の時間帯

利用率が高い

して、通勤

ともに、自家

が、空港内及び

これを継続す

帯では公共交

い。 

時におけるエ

家用車利用時

び周辺の

するもの

交通機関

エコドラ

時におけ
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4) 中間評価のまとめ 

これまでの空港環境計画における環境要素ごとの進捗状況を総合的に評価する。 

評価方法としては、目標の進捗状況と各背作の進捗状況の平均値を以下のようにマトリク

スで客観的に評価した。 

 

表 4-10 中間評価のまとめ 

目標の評価  

 

 

各施策の進捗状況(平均値) 

Ａ Ｂ Ｃ 

平均値 3.5 以上 
   

平均値 2.5 以上～3.5 未満 
   

平均値 2.5 未満 
   

  



 

総

 

環境要
総合評
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騒音・

 

 
水
 

 
土壌

 

 
廃棄
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す
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に
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① Ｇ
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② 防
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① 廃
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キ
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コカーの比率

ＧＰＵ(地上動

ＧＳＥ(地上支
する。 

照明器具や空

アイドリング

公共交通機関
による自家用

港周辺の騒音

ＧＳＥ車両に

使用量に占
空旅客 1 人

雨水利用量の

節水キャンペ
節水意識向上

防氷剤等の散

氷剤の使用量

空港全体とし

防氷剤の散布

棄物(一般、
空旅客1人

廃棄物発生量

廃棄物排出元
キャンペーン

グリーン調達

気の項を参照

然環境への対

空港関係者は

空港利用者に
コドライブを

以下のような

表 4-11

目 標 と

あたりのＣＯ
率を上げる。

動力設備)の

支援機材)な

空調機器など

グストップ運

関のサービス
用車利用を削

音・振動を低

については更

める中水の割
あたりの上水

の増加を促進

ペーンなどの
上を図る。 

散布効率を向

量の低減を図

して、排水量

布効率向上策

産業別)の
あたりの廃棄

量と再利用量

元におけるご
ンの実施 

達の促進 

照のこと 

対策は特に講

は、自家用車

に対し、空港
をよびかける
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な結果となっ

総合的な評

具 体 的

Ｏ2 排出量を
。】 

導入促進を行

など空港関係者

のさらなる高
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水準の向上
減する。 
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新時期に応じ
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水・中水の使

する。 
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上させる。

図る。】 

及び水質の観

を検討する。

リサイクル率
棄物(一般、産

の定量的な計

ごみ減量化及び

講じていない。

による通勤等

港連絡バスの利
。 

た。 

評価の結果
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計測 
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2) 
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北
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(2)

土

「北
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標の達成に

今後の課題

これまでの総

下に示すとお
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○ 騒音・振
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エコカーの導
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 ＧＳＥ車両
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項目に加え、
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低燃費・低排

両の低騒音型

については、

要がある。 
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要因となる二
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。 
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計画」の

ついては、

ものと考
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6. 資  料 
 

 

 

 

 

 

 

ガ    ス

売  電
(kＷh)

自家発
(kＷh)

プロパン

ガス(ｍ3)

軽  油
(L)

Ａ重油
(L)

ガソリン
(L)

軽  油
(L)

平成21年度 6,673,000 56,561 20,215 250 7,825 72,010

平成22年度 6,902,024 59,768 20,026 188 8,212 78,834

平成23年度 6,207,368 66,490 18,898 175 590 8,509 86,416

平成24年度 5,799,983 62,188 21,001 187 7,939 92,992

平成25年度 5,795,532 53,862 20,261 739 9,461 100,863

種別 出典 九州電力

電気 3.6 MJ/kＷh 資料1 平成21年度

プロパンガス 50.8 GJ/t 資料2 平成22年度

灯油 36.7 GJ/kL 資料2 平成23年度

ガソリン 34.6 GJ/kL 資料2 平成24年度

軽油 38.2 GJ/kL 資料2 平成25年度

Ａ重油 39.1 GJ/kL 資料2

[年度別ＣＯ2排出量]

平成21年度 6,829,860 1,176,060 5.8 平成21年度 2,820,198 1,176,060 2.4

平成22年度 7,069,052 1,185,091 6.0 平成22年度 3,034,390 1,185,091 2.6

平成23年度 6,388,445 1,175,594 5.4 平成23年度 3,662,301 1,175,594 3.1

平成24年度 5,984,290 1,269,278 4.7 平成24年度 3,984,027 1,269,278 3.1

平成25年度 5,980,718 1,387,329 4.3 平成25年度 4,002,934 1,387,329 2.9

[車両関係]

平成21年度 70 3 7 0

平成22年度 76 5 8 0

平成23年度 75 4 8 0

平成24年度 72 3 8 0

平成25年度 80 3 8 0

[上・中水道] [下水道]

平成21年度 37,330 4,508 41,838 1,176,060 35.6 平成21年度 38,848

平成22年度 36,350 4,563 40,913 1,185,091 34.5 平成22年度 38,207

平成23年度 34,213 5,247 39,460 1,175,594 33.6 平成23年度 36,968

平成24年度 35,475 4,939 40,414 1,269,278 31.8 平成24年度 37,625

平成25年度 35,592 4,516 40,108 1,387,329 28.9 平成25年度 37,777

下水処理量

(ｍ3)

水道使用量

合　計

旅　客　数

合計(人)

旅客一人あたりの

ＣＯ2排出量

（kg-CO2/人)

年度 上水使用量

(ｍ
3
)

中水使用量

(ｍ
3
)

旅　客　数

合計(人)

旅客一人あたりの
水使用量
（㍑/人)

年度 空港全体
エコカー

(台)

低燃費・
低排出ガス
認定車(台)

低騒音型
車両(台)

年度

ＣＯ2排出量

(kg-CO2)

年度

資料2　「地方公共団体の事務及び事業に係る実行計画策定
　　　マニュアル及び温室効果ガス総排出量算定方法ガイド

　　　ライン」平成23年10月　環境省地球環境局

[年度別エネルギー消費量]

年度
エネルギー消費量

（ＭＪ）

旅　客　数

合計(人)

旅客一人あたりの
エネルギー消費量

（ＭＪ/人)

0.525

0.612

0.613

「電気事業者ごとの実排出係数・調整後排出係数等の公表につ
いて」環境省地球環境局

資料1　「総合エネルギー統計の解説 2010年改訂版」(平成24年)
　　　独立行政法人経済産業研究所

[種別単位発熱量] [電気事業者の温室効果ガス実排出係数]

単位発熱量 実排出係数(t-CO2/kＷh)

0.369

0.385

[エネルギー消費量]

年度

施　　　設　　　用
車　　両　　用

電    気 そ  の  他
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売電 kwh/年 6,672,999.6 6,902,023.6 6,207,367.8 5,799,982.6 5,795,532.0

自家発電など kwh/年 56,561.0 59,768.0 66,490.0 62,188.0 53,862.0

都市ガス ｍ
3
/年

プロパンガス ｍ
3
/年 20,214.5 20,026.2 18,898.1 21,001.0 20,261.0

灯油 ㍑/年

ガソリン ㍑/年 200.0

軽油 ㍑/年 250.3 188.2 175.0 187.0 738.6

Ａ重油 ㍑/年 590.0

灯油 ㍑/年

ガソリン ㍑/年 7,824.8 8,211.8 8,509.0 7,939.2 9,461.2

軽油 ㍑/年 72,009.8 78,834.0 86,415.5 92,992.1 100,863.1

Ａ重油 ㍑/年

水道水 ｍ
3
/年 37,330.0 36,350.0 34,213.0 35,475.0 35,592.0

井戸水 ｍ
3
/年

その他 ｍ
3
/年

ｍ
3
/年 4,508.0 4,563.0 5,247.0 4,939.0 4,516.0

ｍ
3
/年 38,848.0 38,207.0 36,968.0 37,625.0 37,777.0

台 2 4 3 2 2

台 1 1 1 1 1

台

台

台

台

台 7 8 8 8 8

台 54 59 59 58 64

台 6 4 4 3 5

台 70 76 75 72 80

％ 4.3％ 6.6％ 5.3％ 4.2％ 3.8％

　年度集計(平成21年度～平成25年度)　

平成21年度 平成22年度

種　別 内　　　　訳

エコカー

その他の低燃費・低排出ガス車

中水使用

下水等処理量

天然ガス車

平成21年度

合計

エコカー導入率

ＬＰガス車

メタノール車

燃料電池車

その他

ディーゼル車

ガソリン車

平成23年度 平成24年度 平成25年度種　別 内　　　　訳

水使用

上水使用

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

エネルギー

使用量

施設用

電 力

ガ ス

その他

車両用

保有車両

台  数

電気自動車

ハイブリッド車
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供

給
す

る
事

業
者
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使

用
す

る
電

力
及

び
ガ
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等
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燃
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ま

れ
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合
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空
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熱
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Ｏ
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Ｗ
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Ｃ

Ｏ
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光
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Ｏ
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Ｃ
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化
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ニ
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1
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燃
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熱
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燃
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熱
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Ｏ
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Ｗ
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光
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Ｏ
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ニ
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熱
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光
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ニ
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ニ
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